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校・体協の秋季運動会、福祉団
同運動会が開催されました。
つらつと競技され、楽しい秋の

　スポーツの秋を迎え、各小学　校・体協の秋季運動会、福祉団
体体育祭、岩野・湯山保育所合　同運動会が開催されました。
　子どもから大人まで、元気は　つらつと競技され、楽しい秋の
一日になりました。

校・体協の秋季運動会、福祉団
同運動会が開催されました。
つらつと競技され、楽しい秋の

岩野小学校岩野小学校岩野小学校
1010月２日10月２日

保育所合同保育所合同保育所合同
1010月８日10月８日

湯山小学校
10月２日

福祉団体
10月９日

何回まで跳べたかな？

決めのポーズ!!
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　スポーツの秋を迎え、各小学　
体体育祭、岩野・湯山保育所合　
　子どもから大人まで、元気は　
一日になりました。

　スポーツの秋を迎え、各小学　校・体協の秋季運動会、福祉団
体体育祭、岩野・湯山保育所合　同運動会が開催されました。
　子どもから大人まで、元気は　つらつと競技され、楽しい秋の
一日になりました。

　スポーツの秋を迎え、各小学　
体体育祭、岩野・湯山保育所合　
　子どもから大人まで、元気は　
一日になりました。

岩野小学校
10月２日

保育所合同
10月８日

湯山小学校湯山小学校湯山小学校
1010月２日10月２日

福祉団体福祉団体福祉団体
1010月９日10月９日

お見事です

まだまだ  いけますぞ！

3



4

■
人
事
案
件

○
水
上
村
教
育
委
員
会
委
員
の

選
任
同
意
に
つ
い
て

■
条
例
等

○
水
上
村
議
会
議
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

○
水
上
村
工
場
設
置
奨
励
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

○
水
上
村
辺
地
総
合
整
備
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

■
予
算

○
専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成

二
十
三
年
度
水
上
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
四
号
））

○
平
成
二
十
三
年
度
水
上
村
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

○
平
成
二
十
三
年
度
水
上
村
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）

○
平
成
二
十
三
年
度
水
上
村
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

第
三
回
水
上
村
議
会
定
例
会

■
報
告

○
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
財

政
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告

に
つ
い
て

■
決
算

○
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

○
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
老

人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

　

平
成
二
十
三
年
第
三
回
定
例
議
会
が
九
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
三
日
間
の
会
期
で
あ

り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
水
上
村
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
同
意
、
水
上
村
工
場
設
置
奨
励
条
例
の
制
定
、
水

上
村
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更
、
九
州
中
学
校
体
育
大
会
（
水
泳
・
柔
道
）
出
場
に
伴
う
報
償

費
の
補
正
予
算
専
決
処
分
、
二
十
三
年
度
各
会
計
補
正
予
算
三
件
、
二
十
二
年
度
各
会
計
決
算
認

定
九
件
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
議
会
議
員
の
報
酬
・
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
は
、「
議
員
報
酬
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
調
査
検
討
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
三
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
へ
の
考
え
を
質
し
ま

し
た
。

○
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

○
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
下

水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

○
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
介

護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

○
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
林

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
二
十
二
年
度
水
上
村
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

■
そ
の
他

○
三
百
五
十
万
人
の
ウ
ィ
ル
ス

性
肝
炎
患
者
の
救
済
に
つ
い

て
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求

め
る
陳
情

○
郵
政
改
革
法
案
の
早
期
成
立

を
求
め
る
陳
情
書

○
議
員
派
遣
の
件

○
継
続
審
査
申
出
書

■
一
般
質
問

◎
那
須
正
弘
議
員

①
村
長
の
政
治
姿
勢
等
に
つ

い
て

②
教
育
委
員
会
全
般
に
つ
い

て
③
水
上
村
職
員
採
用
等
に
つ

い
て

④
各
種
補
助
金
の
適
正
化
に

つ
い
て

⑤
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

◎
米
良　

哲
議
員

①
鳥
獣
類
被
害
防
止
対
策
に

つ
い
て

②
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理

等
に
つ
い
て

◎
荒
嶽　

晋
議
員

①
湯
山
小
学
校
体
育
館
に
つ

い
て

②
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備

事
業
に
つ
い
て

③
農
業
振
興
策
に
つ
い
て

　

こ
の
ほ
か
、
人
吉
球
磨
広
域
行

政
組
合
議
会
報
告
等
が
あ
り
ま
し

た
。



5

条例改正事務処置の不備について（お詫び）
（水上村工場設置奨励条例の件）

　水上村工場設置奨励条例は水上村内に工場を新設し、又は増設する者に対し、村税の課税免除又は便宜の
供与を行い、本村産業の振興を図ることを目的とするものです。
　この条例は昭和 41 年制定され、昭和 46 年国の過疎法の施行により全部改正されたのち、概ね 10 年毎に時
限法の過疎法改正が行われた度に法律の名称変更の村条例改正が行われてきました。
　昭和 46 年から現在まで条例内容の変更は行われていません。
　法律の改正がある毎に条例中の法律名の改正は当然行う必要がありますが、平成 12 年過疎地域活性化特別
措置法から過疎地域自立促進特別措置法に法律が改正された時点で村の条例改正を行うべきでありましたが、
それを行わず、気付いた時点で「過疎地域活性化特別措置法」から「過疎地域自立促進特別措置法」へ法律
名の修正を行っていたものです。
　本来ならば、専決処分し、後日議会に報告又は議案として議会に上程すべきでありましたが、この条例中
の過疎法の引用の修正は、専決処分したものでもなく、議会にも提出されずに、単に修正により処理したも
のであります。
　法令に基づかない条例改正は効力が無く、また、この条例は、附則に「過疎法の効力がなくなるときには、
その効力を失う」。と規定してあり、平成 12 年 3 月 31 日に条例が失効しているにもかかわらず、この条例を
平成 12 年度から平成 17 年度まで適用し、村内工場 2社の固定資産税の課税免除を行っておりました。
　固定資産税の免除を行った行政行為は規定に基づく申請がなされており、有効でありますが、免除をする
根拠となる条例改正の取扱いやその事務処理に適正さを欠きましたことに深くお詫び申し上げます。
　なお、条例は失効しておりますので、新たな条例として９月定例議会に提案し、制定いたしました。
　地方公共団体は、その事務処理に当たり、自らの判断と責任において、誠実に管理、執行する義務を負っ
ています。
　地方自治法や地方公務員法、条例、規則等の法令遵守は当然のことであり、法令等に違反した事務は認め
られません。
　今後こういう事態が生じないよう組織全体での反省と対策を徹底し、行政事務にあたってまいります。

水 上 村 長　

献
穀
事
業　

抜
穂
祭

　

今
年
度
水
上
村
で
は
昭
和

四
十
三
年
以
来
四
十
三
年
ぶ
り
に

献
穀
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
十
一
月
二
十
三
日

の
新
嘗
祭
（
天
皇
陛
下
が
新
穀
を

神
々
に
供
え
ら
れ
、
ご
自
身
も

食
さ
れ
る
収
穫
と
感
謝
の
御
祭

り
）
に
奉
献
す
る
米
を
天
皇
陛
下

に
献
納
す
る
も
の
で
、
四
月
に
播

種
し
五
月
二
十
五
日
に
御
田
植
祭

が
実
施
さ
れ
た
水
稲
の
抜
穂
祭
が

九
月
二
十
二
日
（
木
）
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
神
事
の
中

で
、
水
上
中
学
校
三

年
生
の
十
二
名
（
男

子
五
名
、
女
子
七
名

が
）
田
男
・
早
乙
女

に
な
り
抜
穂
し
ま
し

た
。
栽
培
者
の
尾
前

武
志
・
珠
美
夫
妻
（
湯

山
本
野
）
は
、
こ
れ

ま
で
の
ご
協
力
の
お

礼
と
「
献
納
ま
で
あ

と
一
月
余
り
。
気
を

引
き
締
め
て
最
後
の

調
製
作
業
ま
で
行

い
た
い
。」
と
語
ら

れ
ま
し
た
。
十
月

二
十
七
日
（
木
）
に

皇
居
に
て
献
穀
献
納

式
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

おいしいお米がとれました
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九
月
九
日
（
金
）
午
後
、
市
房
庵
な
る
お
に
お

い
て
、
「
第
五
十
三
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
伝
達

式
」
が
行
わ
れ
、
松
岡
繁
光
熊
本
日
日
新
聞
社
事

業
局
長
、
廣
瀬
親
吾
村
長
な
ど
の
関
係
者
、
結
婚

五
十
周
年
の
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
七
組
の
ご
夫
婦

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
熊
本
日
日
新
聞
社
か
ら
の
表
彰
状
・

記
念
品
の
伝
達
、
水
上
村
か
ら
の
記
念
品
贈
呈
が

あ
り
、
松
岡
熊
本
日
日
新
聞
社
事
業
局
長
と
廣
瀬

村
長
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
金
婚
夫
婦

を
代
表
し
て
椎
葉
庄
八
さ
ん
が
挨
拶
を
さ
れ
、
記

念
撮
影
、
祝
賀
会
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
結
婚
六
十
周
年
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を

迎
え
ら
れ
た
、
二
組
の
ご
夫
婦
を
廣
瀬
村
長
ら
が

訪
問
し
、
表
彰
状
と
記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

終
戦
直
後
の
大
変
な
時
代
を
二
人
で
力
を
合
わ

せ
て
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
ご
夫
婦
は
と
て
も
お

元
気
で
、
若
い
頃
ご
苦
労
さ
れ
た
話
や
現
在
の
幸

せ
な
暮
ら
し
の
様
子
な
ど
た
く
さ
ん
の
思
い
出
話

を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

ご
夫
婦
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
二
人
仲
良
く
お
元
気
に
お
過
ご
し

下
さ
い
。

金　
　

婚

椎　

葉　

常　

安
（
74
）

　
　
　
　

ケ
サ
エ
（
74
）

那　

須　

房　

雄
（
74
）

　
　
　
　

ア
キ
子
（
73
）

村　

山　

久　

年
（
73
）

　
　
　
　

ケ
サ
子
（
74
）

岩　

崎　
　

強　

（
71
）

　
　
　
　

和　

代
（
67
）

椎　

葉　

庄　

八
（
75
）

　
　
　
　

り　

え
（
72
）

椎　

葉　

清　

實
（
79
）

　
　
　
　

鶴　

代
（
75
）

今　

中　

靜　

雄
（
72
）

　
　
　
　

タ　

エ
（
71
）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式

五　

家　
　

重　

（
85
）

　
　
　
　

ハ
ル
メ
（
81
）

前　

田　

留　

義
（
86
）

　
　
　
　

マ
ヨ
子
（
78
）

前田留義・マヨ子夫妻 五家　重・ハルメ夫妻

晴れの表彰  おめでとうございます
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熊本県民体育祭開催 ! !
　第66回熊本県民体育祭が９月17日（土）～18日（日）にかけ、水俣市・葦北郡を会場に開催さ
れ、本村からも35名の選手が出場されました。選手のみなさま大変お疲れ様でした。

陸　上
男子400mリレー（100m×4）８コース

水　泳

アーチェリー

ソフトテニス

グラウンドゴルフ
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　10 月５日（水）、特別養護老人ホーム桜の里にて、夜間の
火災を想定して避難訓練が実施され、水上村消防団第１分
団から 45 名が参加しました。
　午後７時半に火災発生を告げるサイレンが放送されると、
職員が初期消火及び入所者の避難誘導を行い、その後消防
団が駆け付け、入所者の避難の応援に当たりました。
　訓練では実際の火災現場さながらの緊迫感が流れ、参加
者は真剣な面持ちで各持ち場に当たっていました。
　終了後、上球磨消防署東分署の
森田署長が「火災発生時は初期消
火が大事。また、入所者を効率的
に避難させるために、まず誰から
避難させるかの優先順位を決めて
おくことが大切です。」と講評さ
れました。

　９月 17 日、湯前町役場で熊本県が宮城県
仙台市に建設する「みんなの家」縁側部分
の建築材の出発式が行われました。式には
両町村の関係者や熊本県から約 50 人出席。
材木は「湯前町・水上村東北地方太平洋沖
地震災害復興支援協議会」が両町・村有林
の木材を球磨プレカット（株）で加工し、
提供したもの。「みんなの家」は、被災者
の方々が集いの場として、心のよりどころ
となることを願い、建設されるプロジェク
ト。トラックは、加工されたスギ、ヒノキ
の地元産材と湯前町下村婦人会市房加工組
合の漬け物を載
せ、出席者が見
守るなか宮城県
へと出発しまし
た。

火災の現場さながらの緊迫感

特別養護老人ホーム桜の里避難訓練

 「みんなの家」建築材出発式

～復興への願いを載せて～

一
の
宮
神
社

一
の
宮
神
社例

大
祭

例
大
祭

　

平
成
二
十
三
年
九
月
十
八
日
、
午
前
十
時
か
ら
「
一
の
宮
神
社
例
大
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
事
が
行
わ
れ
た
後
、
恒
例
の
奉
納
子
ど
も
相
撲
大
会
が
始
ま
り

三
十
七
名
の
子
ど
も
が
参
加
。

　

小
さ
く
て
も
大
き
な
相
手
に
向
か
う
選
手
、
土
俵
際
で
踏
ん
張
る
選
手

に
場
内
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

相
撲
の
後
は
、
舞
台
を
石
倉
に
移
し
、
地
元
婦
人
部
に
よ
る
舞
踊
も
披

露
さ
れ
、
参
加
者
全
員
が
楽
し
く
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

手に汗にぎる攻防

宮城県へ向けて  いざ出発！
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水上村農林業祭り
　第９回水上村農林業祭りを開催します。村民の皆様の参加をお待ち
します。バーベキューに舌鼓を打ちながら、イベントをお楽しみ下さい。

期　　日：11月 20日（日）
　　　　　午前10時～午後３時
場　　所：高城公園（湯山）
チケット：500円（バーベキュー食べ放題で保育園児以下は無料）
※ＪＡ水上店・上球磨森林組合・水上村役場経済課で販売します。
　チケットには福引き抽選券も付いています。

　「第 62 回球磨畜産共進会」が、９月 28 日に球磨家畜市場（錦町９で開催されました。
　大会全体で種牛 67 頭・飼料作物 27 点の参加があり、本村からは種牛５頭・飼料３点の出品がありました。
　種牛の部において、川原敏治さんの「ひろこ号」を筆頭に、名誉賞に３頭が入賞し、サイレージの部で安
達廣さんが名誉賞主席を受賞しました。特に、安達廣さんは 10 月 30 日開催の熊本畜産共進会に郡市代表と
して出品することとなり、結果が大変期待されます。
　受賞者のすばらしい成績は、日々のご自身の努力と畜産関係者の支援のたまものであり、これからの畜産
農家の発展につながる共進会となりました。

球磨畜産共進会の成績
　▼育成牛の１部
　　・名誉賞10席　藤原　寿雄（岩野上楠）「せとふく号」　
　　・優秀賞　　　　石山　勝　 （湯山高澄）「しげさちふく号」　
　▼育成牛の２部
　　・優秀賞　　　岩崎美智男（湯山本野）「やまとひめ号」
　▼経産牛の部
　　・名誉賞３席　川原　敏治（湯山北目）「ひろこ号」　
　　・名誉賞４席　村山　清張（湯山神揚）「きよふく号」
　▼乾草の部
　　・名誉賞４席　信国　満昭（湯山覚井）
　　　　　　　　　尾前　武志（湯山本野）
　▼サイレージの部
　　・名誉賞主席　安達　廣　 （岩野高瀬）

子牛品評会の結果について子牛品評会の結果について第 62 回球磨畜産共進会第 62 回球磨畜産共進会第 62 回球磨畜産共進会

川原　敏治さんと「ひろこ号」

会場内のにぎわい（前回）活気溢れるダンスパフォーマンス（前回）
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４０歳～７４歳の
　　国民健康保険証を
　　　　お持ちの皆さま 特定健康診査は

　　もう受診されましたか？
①通院中のあなたも、健診!!
特定健康診査では、血管を傷める（動脈硬化を進行させてしまう）危険因子がないかどうかを調べま
す。血管の傷みは自覚症状ではわからないので、健診データを確認することが大切です。

②健診結果では、ここまで分かります！
検査内容

基
本
的
な
健
診
項
目

既往歴の聴き取り
（服薬暦及び喫煙習慣の状況に係る聴
き取りを含む）
自覚症状及び他覚症状の検査

身体計測

身長
身体の大きさ

色
々
な
異
常
が
重
な
る
と

体重
ＢＭＩ
腹囲

動
脈
硬
化
の
危
険
因
子

内臓脂肪の蓄積

肝機能
ＧＯＴ

肝機能ＧＰＴ
γ－ＧＴＰ

血圧 収縮期血圧 血管の傷み拡張期血圧

血中脂質
中性脂肪

脂質異常HDL- コレステロール
LDL- コレステロール

糖代謝
空腹時血糖

糖尿病尿糖
ヘモグロビンA1c

腎機能

血清クレアチニン

腎機能血清尿酸
尿潜血
尿蛋白

③全身の血管への影響は・・・

問い合わせ先　水上村役場 住民福祉課
　　　　　　　TEL　44-0313

身体の中の変化と
生活習慣の関係を
教えてくれます。 

体質や年齢

食べ方

脳血管疾患
　脳梗塞や脳出血など

腎疾患
　腎不全など

心疾患
　心筋梗塞や不整脈など

動き方

血管の傷みには
気がつかない…
なぜなら痛くも痒くも
ないから・・・

血
管
の
傷
み
（
動
脈
硬
化
の
原
因
）

潜在的に
進行

※血管が傷んで、血管の壁が分厚く
　なったり、コレステロールなどが
　血管の壁に溜まっている状態

※正常な血管

　イラストに書かれている病気の原因の一
つとして運動不足、食べ過ぎ、飲み過ぎ等
の不規則な生活習慣の積み重ね等により数
十年かけた血管の傷みが挙げられます。
　だからこそ生活習慣を改善することで予
防は可能です!!

健診のご案内　～　今年度、最後の健診となります
11月20日（日）　午前9時から11時
場所：水上村保健センター
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インフルエンザワクチン接種料金補助について
　このことについて、平成23年度インフルエンザワクチン接種に係る接種料金の補助をおこないます。
　下記要領にて、実施しますのでご活用いただきますようにお願いします。

１　接種対象者　　村民
※接種は、生後6ヵ月からできるようになっていますが、医師によっては1歳以
上の場合もありますので、医療機関へ確認して下さい。
※65歳以上の方で、集団接種・個別接種をご希望の方は対象外です。

２　対象医療機関　　接種を行なう全医療機関
　　　　　　　　　　接種料金は、医療機関で異なりますのでご確認下さい。
３　補助する金額　　接種費用から８００円を引いた額
４　申 請 方 法　　接種費用は、一度窓口で全額お支払い頂き、下記の書類を役場住民福祉課窓口へ
　　　　　　　　　　ご持参下さい。
　　　　　　　　　　①インフルエンザ予防接種済証及び接種がわかる書類
　　　　　　　　　　（領収書に記載の場合：可）
　　　　　　　　　　②領収書（原本）　　③印鑑と通帳など振込先が分かる書類
５　申 請 期 間　　平成24年3月31日まで

インフルエンザワクチンの予防接種は任意の接種です。
～ワクチン接種に当たっては効果とリスクを考慮してください～
　ワクチン接種は多くの方々に重症化予防というメリットをもたらしますが、接種後、はれたり、熱
が出るなどの症状が出るケースもあり、まれではありますが、重篤な症状を引き起こす可能性もあ
ります。この点をご理解いただいたうえで、個人の判断により接種を受けていただくようお願いしま
す。不明な点などありましたらお尋ねください。　

　住民福祉課　保健師　廣末　 電話　４４－０３１３

○
特
別
障
害
者
手
当

　

身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
著

し
く
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常

生
活
に
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る

二
十
歳
以
上
の
在
宅
の
重
度
障
害

者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

★
障
害
者
自
立
支
援
法
等
に
定
め

る
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る

方
、
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
３

ヶ
月
を
超
え
て
入
院
さ
れ
て
い

る
方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

★
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り

ま
す
。

★
手
当
は
二
月
、
五
月
、
八
月
、

十
一
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
ま

で
の
三
か
月
分
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

★
障
害
の
状
態
は
、
原
則
と
し
て

診
断
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
障
害
児
福
祉
手
当

　

身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
重

度
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
に

常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
二
十
歳

未
満
の
在
宅
の
重
度
障
害
者
に
対

し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

★
児
童
福
祉
法
等
に
定
め
る
施
設

に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
、
障
害

を
支
給
事
由
と
す
る
給
付
で
政

令
で
定
め
る
も
の
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

★
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り

ま
す
。

★
手
当
は
二
月
、
五
月
、
八
月
、

十
一
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
ま

で
の
三
か
月
分
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

★
障
害
の
状
態
は
、
原
則
と
し
て

診
断
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
中

度
以
上
の
障
害
の
あ
る
二
十
歳
未

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
か

母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養

育
し
て
い
る
者
に
対
し
て
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

★
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り

ま
す
。

★
手
当
は
四
月
、
八
月
、
十
一
月

に
そ
れ
ぞ
れ
前
月
ま
で
の
四
か

月
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

★
障
害
の
状
態
は
、
原
則
と
し
て

診
断
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

水
上
村
住
民
福
祉
課

　

福
祉
係　

　

℡
４
４-

０
３
１
３
（
直
通
）
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　９月21日から30日にかけて「平成23年度秋の全国交通安全運
動」が実施され、初日は、あさぎり町須恵文化ホールにて多良
木警察署管内４町村合同の推進大会が開催されました。
　大会では湯山小６年生の坂口恭平くんが、一日交通安全協会
長に任命され、開会宣言。免田中ブラスバンド部演奏、ばって
ん城次さん率いる劇団の交通安全寸劇など多彩な催しが行われ
ました。
　終了後、坂口君は警察官とともにパトカーに乗車し管内のパ
トロールに出発。午後からは各町村と警察署の合同で交通安全
キャンペーンを実施し、ドライバーに交通事故防止を呼びかけ
ました。

社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書について

　国民年金保険料は、全額が確定申告や年末調整の社会保険料控除の対象です。確定申告等で社会保
険料控除の申告をする際には、納付した国民年金保険料を証明する書類が必要です。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合にも、納付した方が、社会保険料控除として申告
する事ができます。
　このため、１０月１日までに納付した国民年金保険料額を証明した控除証明書「社会保険料（国民
年金保険料）控除証明書」（ハガキ）が 11 月上旬に、日本年金機構から送付されます。
　年末調整、確定申告の手続きの際には、この証明書（または領収証書）が必要になりますので、大
切に保管してください。

お問い合せ先　　住民福祉課　担当：那須　４４－０３１３

 交通事故をなくそう！
「秋の全国交通安全運動」４町村合同推進大会開催

　

「
毎
月
第
三
木
曜
日
」

に
行
政
相
談
所
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

十
一
月
十
七
日（
木
）

　

午
後
一
時
〜

　
　
　
　
　

午
後
三
時

場
所
：
水
上
村
役
場

　

二
階
第
二
中
会
議
室

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

水
上
村
役
場　

総
務
課

　
　

担
当
：
松
原

　
　

℡
四
四
ー
〇
三
一
一
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　公益社団法人くまもと被害者支援センターは、犯罪被害に遭われた方やその御家族（又は御遺族）
のための相談窓口です。これら被害に遭われた方々の要望に沿って、その被害からの回復のために必
要な様々な支援活動を無料で行っています。
■　電話相談・面接相談
　　犯罪被害に関する様々な相談について、電話や面接による相談を行っています。
　　【相談専用電話】　０９６－３８６－１０３３
　　【相談受付時間】　平日　午前１０時～午後４時
■　法律相談・心理相談
　法律的な問題や心理的な不安感などについて、弁護士や臨床心理士などの専門家による適切な
アドバイス等を行っています。（要予約）

■　付き添いなどの直接的支援活動
　病院・警察署・検察庁・裁判所への付き添い、自宅への訪問活動、生活面での支援、情報提供
等を行っています。

■　被害者自助グループへの援助
　　　同じような被害に遭われた方々へ交流場所の提供や活動の支援を行っています。
■　その他の活動内容
　　　被害者支援に関する広報・啓発活動や支援ボランティアの養成などを行っています。

☆　公益社団法人くまもと被害者支援センター
　　◆ 住　所：熊本市水前寺６－９－５
　　◆ 電　話：０９６－３８６－０３３７
　　◆ ＦＡＸ：０９６－３８６－０３３８
　　◆ HP ｱﾄﾞﾚｽ：http://www.k-v-support.jp
　　◆ E-mail：center@k-v-support.jp

講演会のご案内

演題『生きやすいほど育てにくい？』
　　　講師　岡崎 光洋 氏
日時：平成２３年１１月２４日（木）
午後７時～８時３０分（開場６時３０分）
場所：岩野公民館 大研修室

※地域の方々の熱いご要望により、以前の講演会
も大好評だった岡崎先生に再度ご講演いただけ
ることとなりました！ぜひご家族でお越しくだ
さい♪

　『いじめや不登校、発
達など様々な問題につ
いて困り感を持ってい
る子どもやその親御さ
んが気軽に相談できる
場所』を目指し、くまも
と心理カウンセリングセンターを設立。臨
床心理士、熊大医学部講師、スクールカウン
セラーとしてもご活躍中です。
　今回は、「楽しい子育て」や「思春期の子
どもに関するアドバイス」についてご講演
いただきます。
　ぜひお越しください !!

くまもと心理カウンセ
リングセンター
岡崎 光洋 氏

民間被害者支援団体の紹介

公益社団法人くまもと被害者支援センター
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○ 陸上自衛隊　高等工科学校生徒（推薦）採用試験 ○
◆応募資格　15歳以上～17歳未満の男子（平成７年４月２日～平成９年４月１日生）
◆受付期間　平成23年11月１日（火）～平成23年12月16日（金）
　※締切日必着
◆試験日　平成24年１月７日（土）～平成24年１月９日（月）の間の指定する１日
◆試験場所　陸上自衛隊高等工科学校（神奈川県横須賀市御幸浜2-1）
◆試験科目　①口述試験　②筆記試験（作文を含む。）　③身体検査
◆最終合格発表　平成24年１月13日（金）
◆入校　平成24年４月上旬
◆お問い合わせ　自衛隊熊本地方協力本部　人吉地域事務所（℡22-4704）

○ 陸上自衛隊　高等工科学校生徒採用試験 ○
◆応募資格　15歳以上～17歳未満の男子（平成７年４月２日～平成９年４月１日生）
◆受付期間　平成23年11月１日（火）～平成24年１月６日（金）
　※締切日必着
◆試験日　平成24年１月14日（土）
◆試験場所　熊本市内の試験会場
◆試験科目　①国語・社会・数学・理科・英語（中学校卒業程度の問題）択一式　②作文 500字程度
◆一次合格発表　平成24年１月23日（月）
　※最終合格発表　平成24年２月17日（金）
◆入校　平成24年４月上旬
◆お問い合わせ　自衛隊熊本地方協力本部　人吉地域事務所（℡22-4704）

人吉球磨能力開発センター
働く人のパソコン講習（初級編）受講生募集

　会社にお勤めの方で、ワード（文書作成）・エクセル（表計算）・インターネットを覚えて、業務の
改善に役立てましょう。初心者の方でも大歓迎。
◇講座内容　ワード（文書作成）基礎編・エクセル（表計算）・インターネット
◇期　　日　10日間　下記の日程
◇時　　間　９時～16時 00分　1/8～ 2/12（６講座）
　　　　　　９時～16時 30分　2/19～ 2/12（４講座）
◇場　　所　人吉球磨能力開発センターＯＡ室
◇募集人員　20名
◇募集期日　平成23年11月16日から12月16日まで（定員になり次第締め切らせていただきます。）
◇参加費　10,000 円（テキスト代4,000円を含みます。）
　　　　　◎申込時に納入又は、口座振替をお願いします。
　　　　　

申込み先・問合せ先　職業訓練法人　人吉球磨能力開発センター　TEL 22-2475　FAX 22-2656

月 １月 ２月 ３月
日 ７ 14 21 28 ４ 18 25 ３ 10 17
曜日 土 土 土 土 土 土 土 土 土 土

銀行名　肥後銀行人吉駅前支店　普通
口座番号　１４７６０１８
口座　職

しょくぎょうくんれんほうじん

業訓練法人　人
ひとよしくまのうりょくかいはつせんたー

吉球磨能力開発センター　会
かいちょう

長　田
たな か

中　信
のぶたか

孝
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「にっぽん縦断　こころ旅」お手紙の募集
　ＮＨＫ－ＢＳプレミアムでは「にっぽん縦断　こころ旅～秋の旅～」の番組制作を企画してい
ます。内容は皆様から寄せられるお便りをもとに、旅人、火野正平さん（俳優）が自転車で日本を縦
断、こころの風景を訪ねます。
　今回は兵庫県を出発し、鹿児島県まで向かいます。
　熊本県での番組制作にあたり、「何気ない風景」「思い出の風景」「忘れられない風景」「みんなに
伝えたい風景」など皆様のこころに残る風景をご紹介ください。

＜募集の締め切り＞
　平成23年11月11日（金）必着

　（番組・応募に関するお問い合わせ）
　　ＮＨＫ編成局　衛星放送センター　「にっぽん縦断　こころ旅」　事務局
　　電話：０３－５４５５－７７４２　　FAX：０３－３４６５－１３２７
　　担当：工藤 公晴（くどうこうせい）

◆熊本県の放送予定
①平成２３年１１月２８日（月）

～１２月　２日（金）
②平成２３年１２月　５日（月）

～１２月　９日（金）
ＮＨＫ-ＢＳプレミアム
　（月～金）７：４５～７：５５
　（火～金）１９：００～１９：３０

＜応募方法＞
○番組ホームページから
h t t p : / / www . n h k . o r . j p /
kokorotabi/　へアクセス！
○ファクスから
　03-3465-1327　へ送信！
○お便り
　〒１５０－８００１
　ＮＨＫ「こころ旅」係　へ送付！

＜応募内容＞
次の内容を明記のうえ、ご応募くだ
さい。
　①住所　②お名前　③電話番号
　④性別　⑤年齢　⑥思い出の場所
　⑦場所にまつわるエピソード
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く
ま
も
と
の
宝
「
農
地
」

を
守
り
利
用
し
よ
う
！

「
い
き
い
き
農
地
適
性
利

用
強
化
月
間
」

　

十
一
月
は
「
い
き
い
き
農
地
適

性
利
用
強
化
月
間
」
で
す
。

　

「
農
地
」
は
食
料
生
産
の
基
礎

と
し
て
適
性
に
利
用
し
、
無
断
で

農
地
以
外
の
も
の
に
せ
ず
、
荒
ら

さ
ず
、
耕
作
放
棄
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。
自
ら
耕
作
が
で
き
な
い
場
合

は
、
耕
作
を
希
望
さ
れ
る
方
に
貸

し
出
し
し
ま
し
ょ
う
。

農
地
に
関
す
る
相
談
・
お
問
い
合

わ
せ
は
、
農
地
が
所
在
す
る
農
業

委
員
会
へ
！

　

水
上
村
農
業
委
員
会

　

Q
四
四
ー
〇
三
一
四

月
間
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

熊
本
県
庁
農
地
・
農
業
振
興
課

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
三
七
六

第
三
回
人
吉
球
磨
検
定
が

開
催
さ
れ
ま
す
！

　

人
吉
球
磨
検
定
は
、
地
域
内
外

を
問
わ
ず
多
く
の
方
々
に
人
吉
球

磨
地
方
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成

二
十
一
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の

で
あ
り
、
今
年
で
三
回
目
の
開
催

　

熊
本
市
二
本
木
三
丁
目
七
ー

三
七

　

Q
〇
九
六
ー
三
二
四
ー
七
六
〇
〇

◇
対
策
セ
ミ
ナ
ー　

平
成
二
十
三

年
十
一
月
十
七
日
（
木
）
午
後

七
時
〜　

球
磨
地
域
振
興
局
大

会
議
室
に
て

　

講
師
：
前
田
一
洋
先
生
（
郷
土

史
家
）　

受
講
料
無
料

十
一
月
は
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
で
す

　

事
業
主
の
皆
様
、
「
労
働
保

険
」
の
加
入
手
続
き
は
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。

　
「
労
働
保
険
」と
は
、労
災
保
険
と

雇
用
保
険
を
合
わ
せ
た
総
称
で
、政

府
が
管
掌
す
る
保
険
制
度
で
す
。

　

こ
の「
労
働
保
険
」は
事
業
の
種

類
や
規
模
に
関
わ
り
な
く
、農
林

水
産
業
の
一
部
を
除
い
て
、労
働

者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事

業
主
は
、加
入
手
続
き
を
行
い
労

働
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、卸
・
小
売
業
、

飲
食
店
、理
・
美
容
業
等
を
中
心

に
、加
入
手
続
き
が
さ
れ
て
い
な

い
事
業
場
が
、か
な
り
の
数
残
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
解
消
に
向
け
厚
生
労
働
省

で
は
、年
間
を
通
じ
た
広
報
を
行

う
と
と
も
に
、十
一
月
を「
労
働
保

険
適
用
促
進
強
化
期
間
」と
定
め

て
、労
働
保
険
の
適
用
促
進
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
者
の
方
が
業
務
上
や
通
勤

と
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

一
級
の
試
験
を
開
催
す
る
ほ
か
、受

講
者
全
員
に
く
ま
モ
ン
と
青
井
阿

蘇
神
社
の
イ
ラ
ス
ト
入
り
ス
テ
ッ

カ
ー
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

　

是
非
、
皆
さ
ん
も
人
吉
球
磨
地

域
の
魅
力
を
学
ぶ
「
人
吉
球
磨
検

定
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

◇
試
験
日
時　

平
成
二
十
三
年

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

三
級
：
午
前
十
時
〜

二
級
：
午
後
十
二
時
半
〜

一
級
：
午
後
二
時
半
〜

◇
会
場　

人
吉
会
場
：
人
吉
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
人
吉
市
西

間
下
町
四
一
ー
一
）

　

熊
本
会
場
：
熊
本
県
庁
地
下
大

会
議
室
（
熊
本
市
水
前
寺
六
ー

一
八
ー
一
）

◇
申
込
期
限　

平
成
二
十
三
年

十
一
月
十
五
日
（
火
）

◇
受
験
料　

　

三
級
：
三
，
一
〇
五
円

　

二
級
：
四
，
二
〇
〇
円

　

一
級
：
五
，
二
五
〇
円

◇
申
込
方
法　

人
吉
球
磨
検
定
事

務
局
指
定
の
払
込
取
扱
票
（
兼

受
験
申
込
書
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
受
験
料
を
振
り

込
ん
で
下
さ
い
。

　

申
込
書
は
熊
本
県
球
磨
地
域
振

興
局
ま
た
は
水
上
村
役
場
企
画

観
光
課
に
あ
り
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

人
吉
球
磨
検
定
事
務
局

（
（
株
）
マ
イ
ン
ド
内
）

途
上
に
お
い
て
負
傷
し
た
り
、病

気
に
か
か
っ
た
り
、あ
る
い
は
不

幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
必
要

な
労
災
保
険
給
付
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、ま
た
、リ
ス
ト
ラ
や
倒
産

等
に
よ
り
失
業
し
た
場
合
の
失
業

給
付
や
、在
職
中
に
お
け
る
育
児

及
び
介
護
休
業
給
付
等
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、速
や
か
に
保
険
の
加

入
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、労
働
保
険
制
度
や
加
入
手

続
き
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
か
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク（
公
共
職
業
安
定
所
）ま
た
は
、

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
へ

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

Q
〇
九
六
ー
二
一
一
ー
一
七
〇
二

パ
ソ
コ
ン
技
術
講
習
会
受

講
者
募
集

講
習
内
容　

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基

本
か
ら
。
エ
ク
セ
ル
三
級
の
検

定
試
験
実
施

受
講
資
格　

受
講
終
了
後
す
ぐ
に

仕
事
に
就
き
た
い
人
等

定
員　

二
十
人
。
選
考
に
て
決
定

受
付
日
時
・
場
所　

十
二
月
七
日

（
水
）
、
八
日
（
木
）
午
後
一

時
〜
四
時

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

会
議
室
三

講
習
期
間　

平
成
二
十
四
年
一
月

十
三
日
〜
二
月
十
日　

月
〜
金

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

費
用　

受
講
料
無
料
。
教
材
費
、

検
定
料
は
自
己
負
担

お
問
い
合
わ
せ　

パ
レ
ア
し
ご
と

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

Q
〇
九
六
ー
三
五
五
ー
四
三
〇
九

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、労
働
者
も

　

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

時
間
額
六
百
四
十
七
円
（
平
成

二
十
三
年
十
月
二
十
日
か
ら
）

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ

て
の
事
業
所
、
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

　

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、熊
本

労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室（
Q

〇
九
六
ー
三
五
五
ー
三
二
〇
二
）又

は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
を
！

　

十
二
月
中
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か

ら
新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け
し
た

際
、
不
要
と
な
っ
た
古
い
電
話
帳

を
配
達
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

お
渡
し
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
大

変
お
手
数
で
す
が
、
お
客
様
に

て
資
源
回
収
等
へ
出
す
な
ど
処
分

し
て
頂
く
か
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

セ
ン
タ
ー
﹇
無
料
﹈
〇
一
二
〇
ー

五
〇
六
ー
三
〇
九
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
無
料
で
後
日
回
収
に
伺

い
ま
す
。
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放
送
大
学
四
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
に
よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で

大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を

楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的

で
、
幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で

い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
平
成
二
十
四
年
四
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
致
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

○
募
集
学
生
の
種
類

－

教
養
学
部

－

科
目
履
修
生（
六
ヶ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

選
科
履
修
生（
一
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

全
科
履
修
生（
四
年
以
上
在
学

し
、卒
業
を
目
指
す
）

－

大
学
院

－

修
士
科
目
生（
六
ヶ
月
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

修
士
選
科
生（
一
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
出
願
期
間

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
五
日

〜
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
九

日
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も

十
一
月
十
五
日
よ
り
受
付
開

始
）

○
資
料
請
求
（
無
料
）・
お
問
合

わ
せ
先

　

〒
八
六
〇
ー
八
五
五
五

　

熊
本
市
黒
髪
二
丁
目
四
〇
ー
一

　
（
熊
本
大
学
内
）

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

Q
〇
九
六
ー
三
四
一
ー
〇
八
六
〇

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
航
を

開
始
し
ま
す
！

　

熊
本
県
で
は
、
救
急
医
療
体
制

の
強
化
策
と
し
て
、
今
年
十
二
月

下
旬
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
（
基
地
病

院
：
熊
本
赤
十
字
病
院
）
の
運
行

開
始
を
予
定
し
て
お
り
、
現
在
、

救
急
搬
送
を
担
っ
て
い
る
県
防

災
消
防
ヘ
リ
「
ひ
ば
り
」
と
連
携

し
、
二
機
で
救
急
医
療
活
動
を
行

う
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

（
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
）

・
一
般
の
方
が
ヘ
リ
を
呼
ぶ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
一
一
九
番
で

連
絡
を
受
け
た
消
防
機
関
が
、

患
者
の
け
が
や
病
気
の
状
況
な

ど
か
ら
、
ヘ
リ
で
運
ぶ
必
要
が

あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
呼
ぶ

こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
ヘ
リ
で
の
移
動
に
か
か
っ
た
費

用
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
出
動
し
た
医
師
な
ど
が

行
う
治
療
に
要
す
る
費
用
は
支

払
い
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
ヘ
リ
が
飛
来
し
た
際
に
は
、
危

険
で
す
の
で
、
近
寄
ら
ず
、
消

防
機
関
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

（
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
）
熊
本
赤
十

字
病
院
建
築
推
進
室

　

Q
〇
九
六
ー
三
八
四
ー
二
一
一
一

（
ヘ
リ
救
急
搬
送
体
制
）
熊
本

県
医
療
政
策
課

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
二
四
六

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間

（
十
一
月
十
四
日
〜
二
十
日
）

　

法
務
局
で
は
期
間
中
、
家
庭
内

の
暴
力
や
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
な

ど
女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談
の

受
付
時
間
を
拡
大
し
ま
す
。
難
し

い
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ひ

と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
時
等

期
間　

平
成
二
十
三
年
十
一

月
十
四
日
（
月
）
〜
二
十
日

（
日
）

時
間　

平
日
午
前
八
時
三
十
分

〜
午
後
七
時
ま
で

土
日　

午
前
十
時
〜
午

後
五
時
ま
で

●
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
専
用
電
話
番
号

〇
五
七
〇
ー
〇ゼ

ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

七
〇
ー
八
一
〇

※
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

な
お
、
熊
本
地
方
法
務
局
で

は
、
開
庁
日
の
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま

で
、
常
時
、
同
じ
専
用
電
話
番

号
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

多
重
債
務
者
生
活
再
生
支

援
事
業

　

多
重
債
務
者
の
問
題
は
、
家
庭

崩
壊
、
犯
罪
や
自
殺
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
も
多
く
、
深
刻
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
県
で
は
、
グ
リ
ー
ン
コ
ー

プ
生
協
く
ま
も
と
に
委
託
し
、
面

談
に
よ
る
家
計
診
断
・
生
活
指
導

や
、
債
務
整
理
後
の
生
活
再
生
中

に
発
生
し
た
臨
時
的
な
生
活
資
金

に
対
す
る
貸
付
な
ど
、
債
務
整
理

か
ら
生
活
再
生
ま
で
一
貫
し
た
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

借
金
問
題
は
必
ず
解
決
で
き
ま

す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
・
お
問
い
合
わ
せ

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
再
生
相

談
室

　

Q
〇
九
六
ー
二
四
三
ー
二
一
〇
〇

「
法
務
局
な
ん
で
も
相
談

所
」を
開
設

　

熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局
で

は
、
平
日
に
法
務
局
を
利
用
す
る

こ
と
が
困
難
な
お
客
様
の
利
便
を

図
り
、
法
務
局
の
取
り
扱
う
業
務

に
つ
い
て
、
広
く
地
域
住
民
の
皆

様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日

（
土
）
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま

で
、
熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
局
に

お
い
て
、
「
法
務
局
な
ん
で
も
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
続
や
売
買
な
ど
に
よ
る
不
動

産
登
記
、
地
代
や
家
賃
の
供
託
に

関
す
る
こ
と
、
家
庭
内
の
も
め
ご

と
、
近
隣
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
等
に

関
す
る
相
談
な
ど
を
、
法
務
局
の

職
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
は
事
前
予
約
制
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

予
約
先
・
お
問
い
合
せ
先

　

熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局

　

Q
二
二
ー
三
三
九
三

　

担
当
：
古
澤
・
前
田

小
学
校
五
年
生
社
会
科
用

と
中
学
校
一
年
生
技
術
・

家
庭
科
用
に
副
読
本
を
配

布
し
て
い
ま
す
！

　

熊
本
県
で
は
、
県
内
の
小
中
学

校
に
副
読
本
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
小
学
校
は
社
会
科
、
中
学
校

は
技
術
・
家
庭
科
の
教
科
書
に
添

っ
た
内
容
で
、
熊
本
の
森
林
や
木

材
利
用
の
重
要
性
が
わ
か
り
や
す

く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
庁
新
館
一
階
情
報
プ
ラ
ザ
に

も
展
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
一
度
閲
覧
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

■
担
当
課　

熊
本
県
林
業
振
興
課

　

Q
〇
九
六
ー
三
三
三
ー
二
四
四
八

　

S
〇
九
六
ー
三
八
一
ー
七
九
一
〇

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
日
曜

日
労
働
相
談
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
特
定
テ
ー
マ
ご
と
の

日
曜
日
労
働
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

　

来
所
ま
た
は
電
話
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
十
一
月
十
三
日（
日
）】労
働
時
間

（
長
時
間
労
働
な
ど
）、育
児
休

業
・
介
護
休
業
等
に
つ
い
て

【
十
二
月
十
一
日（
日
）】解
雇
、退
職

勧
奨
・
退
職
、退
職
金
に
つ
い
て

■
相
談
時
間
帯
は
午
後
一
時
〜
四

時
ま
で

■
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

Q
〇
九
六
ー
三
五
二
ー
三
六
一
三
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月 日 曜日 上　球　磨 中　球　磨 その他地域 小　児　科

11

3 祭・木 渡辺医院
（TEL　42-2541）

ほづみ皮膚科医院
（TEL　26-5300）

球磨村診療所
（TEL　32-0377）

増田クリニック
人吉市五日町　（TEL　22-3570）

6 日 横山医院
（TEL　42-2132）

小林クリニック
（TEL　38-5670）

やまむら医院
あさぎり町　　（TEL　45-0005）

13 日 仁田畑クリニック
（TEL　42-1123）

小川整形外科医院
（TEL　38-3455）

堤病院付属九日町診療所小児科
人吉市九日町　（TEL　22-2251）

20 日 東病院
（TEL　45-5711）

増田耳鼻咽頭クリニック
（TEL　45-8001）

権頭医院
（TEL　36-0008）

人吉総合病院小児科
人吉市老神町　（TEL　22-2191）

23 祭・水 井口医院
（TEL　42-5570）

岩井クリニック
（TEL　49-2181）

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町　（TEL　24-2222）

27 日 犬童耳鼻咽頭科
（TEL　43-0777）

たかの眼科
（TEL　47-2550）

公立多良木病院小児科
多良木町　　　（TEL　42-2560）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

月 日 曜日 当　番　薬　局 そ　の　他

11

３ 祭・木

清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）
（TEL　49-9600）

６ 日
百太郎薬局（錦町） （TEL　28-8123）
エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町） （TEL　45-6330）

13 日 ひご薬局多良木店（多良木町） （TEL　49-1011）
20 日 たらぎ調剤薬局（多良木町） （TEL　43-0221）

23 祭・水
岡原けんこう堂薬局（あさぎり町） （TEL　45-6023）
おかざき薬局（あさぎり町） （TEL　49-2905）

27 日

きりん薬局原田店（多良木町） （TEL　42-6900）
くるみ薬局（あさぎり町） （TEL　49-9630）
多良木いちご薬局（多良木町） （TEL　42-6888）
山口薬局（多良木町） （TEL　42-2123）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

◆　球磨郡医師会休日在宅医当番（11月）　◆

◆　休日当番薬局（11月）　◆

よろしくね！

濱川　朔
さくや

哉ちゃん（男）
（平成 23年９月１日生まれ）

水上村大字湯山
父：隆浩さん　母：彩美さん
目指せ　イチロー ! !
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●今月の人口●
　男　………1,156 人
　女　………1,314 人
　計　………2,470 人
戸　数………  936 戸

村花………シャクナゲ
村木………………スギ
村鳥…………セキレイ 村花「シャクナゲ」

平成 23 年９月末現在

11 月の行事予定

資源ごみ／燃えないごみ

燃えるごみ：7日・14日・21日・28日

11月のごみ収集・・・美しい水上　３R（リデュース・リユース・リサイクル）・温暖化防止活動に参加しましょう。

11
  3日：燃えないごみ

鉄くず、ガラス、陶器

10日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

17日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

24日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

 日 月 火 水 木 金 土
   1 2 3 4 5
 6 7 8 9 10 11 12
 13 14 15 16 17 18 19
 20 21 22 23 24 25 26
 27 28 29 30

粗大ごみの処分には村の補助があります

資源ごみ－紙製容器梱包とダンボールについて

　今年も年末が近くなり、大掃除の計画をされることでしょう。
　不要の大型の家具、家電製品等の処分については、村補助がありますので、申し込みされる方は各区の区長さ
んへご相談してください。
　対象品は、扇風機、電子レンジなどの電気製品、自転車、ガスコンロ、ストーブ、じゅうたん、カーペット、マッ
ト、ふとん、机、椅子などです。このほかにも、指定袋に入りきらない大きさのものも粗大ごみになります。これ
らは、各区のごみ収集所には出せません。
　また、家電４品目（テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、エアコン、洗濯機・乾燥機）や農機具は対象外です。

　リサイクルセンターに紙製容器梱包が最近次第に多く集まるようになりました。今までは燃やしていた紙類
が、資源ごみとして再利用でき、地球温暖化防止につながります。
　紙製の容器梱包について、今後ますます、新聞紙、アルミ缶やスチール缶等のようにリサイクルセンターに出
していただくようにお願いします。
　ただ、紙製容器梱包の中に同じ資源ごみのダンボールが混じっていることがあります。紙製容器梱包は、商品
を入れてあったものや包んであったもので紙箱、紙容器、包装紙、紙袋など指定マークのついたものです。
　ダンボールは、波状に加工した紙を表裏の紙で挟んで接着し、強度を持たせた構造をしているもので、紙製容
器梱包とは異なる分別の資源ごみです。

水上村役場　住民福祉課（担当：那須）　TEL44-0313

11月 ６日㈰　消防ポンプ操法大会

11月20日㈰　農林業祭り

※予定ですので、変更になることがあります。
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作
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竜
胆（
竜
胆
科
）

　

開
花
時
期
は
、九
月
〜
十
一
月
頃
。原
産
地
は
日
本
。花
色
は
、青
紫
、濃
紫
、白
・
ピ
ン
ク
。

　

名
前
の
由
来
は
、こ
の
草
の
根
が
胆
汁
の
よ
う
に
苦
く
、そ
の
苦
み
が
特
別
強
い
の
で
、最
上
級
を
表

す
龍
の
字
を
冠
し
て
名
づ
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
漢
名
の
「
龍
胆
」
の
音
読
み
「
り
ゅ

う
た
ん
」が
い
つ
の
間
に
か「
り
ん
ど
う
」に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

花
言
葉
：「
あ
な
た
の
悲
し
み
に
寄
り
そ
う
」「
誠
実
」「
正
義
」「
淋
し
い
愛
情
」

K
U
M
A
M
O
TO

　
　
　
　
　
M
IZU

K
A
M
I

N
O.478

広
報

り
ん
ど
う

熊本県体育協会功労者表彰！！
　第66回熊本県民体育祭（開催地：水俣市）の総合開会式にお
きまして、熊本県体育協会功労者として、前水上村長（前球磨郡
体育協会長）の成尾政紀様が表彰されました。
　長い間、球磨郡のスポーツ振興にご尽力いただきました。
　大変お疲れ様でした。


